
(57)【要約】

【課題】

　内視鏡的粘膜切除（EMR）に用いる手術用器具、特に

スネアについて、内視鏡の限られた視野で、操作者が狙

う患部を的確かつ迅速に把持するための十分な操作性を

与える。

【解決手段】

　先端が手元側からの操作で基部（Ｂ）を支点に開閉動

作する可動アーム部とスネア（Ｓ）をもつ内視鏡下の手

術用器具で、可動アーム部が閉状態でアーム基部とアー

ム先端との間に患部の大きさに基づいて決定される所定

の間隙（G）が形成され、一方のアーム先端（Ａ１）に

スネアワイヤが摺動できるように把持され、他方のアー

ム先端（Ａ２）にスネアワイヤが固定されている特徴を

もつ内視鏡下の手術用器具で、スネアの動作として見れ

ば、患部を「遠方から」把持するのではなく、逆に「手

前から」把持するようにして患部の的確かつ迅速な把持

・切除を可能にした。

【選択図】

　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 先 端 が 手 元 側 か ら の 操 作 で 基 部 を 支 点 に 開 閉 動 作 す る 可 動 ア ー ム 部 と ス ネ ア を も つ 内 視
鏡 下 の 手 術 用 器 具 で あ っ て 、
可 動 ア ー ム 部 が 閉 の 状 態 で ア ー ム 基 部 と ア ー ム 先 端 と の 間 に 患 部 の 大 き さ に 基 づ い て 決 定
さ れ る 所 定 の 間 隙 が 形 成 さ れ る こ と 、
一 方 の ア ー ム 先 端 に ス ネ ア ワ イ ヤ が 摺 動 で き る よ う に 把 持 さ れ て い る こ と 、
他 方 の ア ー ム 先 端 に ス ネ ア ワ イ ヤ が 固 定 さ れ て い る こ と 、 と い う 特 徴 を も つ 内 視 鏡 下 の 手
術 用 器 具
【 請 求 項 ２ 】
　 一 方 の ア ー ム 先 端 に 穴 が 開 孔 さ れ て い て 、 ス ネ ア ワ イ ヤ が 該 穴 を 貫 通 し 摺 動 で き る よ う
に 把 持 さ れ て い る
請 求 項 １ の 内 視 鏡 下 の 手 術 用 器 具
【 請 求 項 ３ 】
　 一 方 の ア ー ム の 一 部 ま た は 全 長 に 穴 が 開 孔 さ れ て い て 、 ス ネ ア ワ イ ヤ が 該 穴 を 貫 通 し 摺
動 で き る よ う に 把 持 さ れ て い る
請 求 項 １ の 内 視 鏡 下 の 手 術 用 器 具
【 請 求 項 ４ 】
　 ア ー ム が 導 電 性 で 、 ア ー ム 先 端 か ら ３ mm未 満 の 部 位 の み を 残 し て ア ー ム 表 面 が 絶 縁 材 料
で 被 覆 さ れ た
請 求 項 １ の 内 視 鏡 下 の 手 術 用 器 具
【 請 求 項 ５ 】
　 ス ネ ア ワ イ ヤ が 導 電 性 で あ る 請 求 項 １ の 内 視 鏡 下 の 手 術 用 器 具

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 案 は 内 視 鏡 下 の 手 術 用 器 具 、 特 に 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 （ EMR） に 好 適 な 手 術 用 器 具 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 （ EMR:_endoscopic mucosal resection） は 早 期 胃 癌 等 に 対 す る 内 視
鏡 療 法 で あ る 。 EMRは リ ン パ 節 転 移 や 遠 隔 転 移 が 認 め ら れ な い 症 例 に 対 し て 施 術 さ れ 、 僅
か に 隆 起 し た 分 化 型 腫 瘍 の 場 合 は 直 径 2cm以 下 、 潰 瘍 型 の 分 化 型 腫 瘍 の 場 合 に は 直 径 1cm以
下 が 対 象 と な る 。 EMRで は 、 strip biopsy（ ス ト リ ッ プ バ イ オ プ シ ー ） 、  double-snare p
olypectomy（ ダ ブ ル ス ネ ア ポ リ ペ ク ト ミ ー ） 、 内 視 鏡 キ ャ ッ プ 切 除 法 と い っ た 手 法 が あ る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 「 ス ト リ ッ プ バ イ オ プ シ ー 」 は 把 持 鉗 子 と ス ネ ア を も つ 二 孔 式 内 視 鏡 を 用 い る 。 電 気 凝
固 で 病 変 の 境 界 を 決 定 し た 後 、 生 理 食 塩 水 を 病 変 直 下 の 粘 膜 下 層 に 注 入 し 、 病 変 を 筋 層 か
ら 突 出 す る よ う に 遊 離 さ せ る 。 次 に 把 持 鉗 子 を ス ネ ア （ snare） の ル ー プ 内 に 通 し 、 病 変
部 を 把 持 す る 。 ス ネ ア で 病 変 周 囲 の 粘 膜 を 把 持 し 、 病 変 部 を 挙 上 し て 電 気 メ ス で 切 除 す る
。 （ バ イ オ プ シ ー ＝ 生 検 、 ス ネ ア ＝ ワ ナ の よ う に 病 変 部 の 根 元 を 絞 め る 紐 状 器 具 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 「 ダ ブ ル ス ネ ア ポ リ ペ ク ト ミ ー 」 は 二 つ の ス ネ ア を も つ 二 孔 式 を 用 い 、 一 つ 目 の ス ネ ア
で 病 変 部 を 把 持 ・ 挙 上 し 、 二 つ 目 の ス ネ ア で 切 離 予 定 部 分 を 絞 扼 し つ つ 完 全 に 切 除 す る 。
（ ポ リ ペ ク ト ミ ー ＝ ポ リ ー プ 切 除 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 「 内 視 鏡 キ ャ ッ プ を 用 い る 方 法 は 、 内 視 鏡 キ ャ ッ プ と キ ャ ッ プ 内 の ル ー プ 状 ス ネ ア を 利
用 す る 方 法 で あ る 。 内 視 鏡 挿 入 後 、 キ ャ ッ プ を 患 部 に 合 わ せ 、 幹 部 を 含 む 粘 膜 を キ ャ ッ プ
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内 に 吸 引 す る 。 ス ネ ア で 粘 膜 を 把 持 し 、 絞 扼 し た 後 、 電 気 メ ス で 切 除 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 15-20mlの 高 濃 度 食 塩 水 と エ ピ ネ フ リ ン （ epinephrine） を 粘 膜 下 層 に 病 変 部 が 隆
起 す る よ う に 注 入 し 、 切 離 し や す く す る 手 法 も あ る （ 高 濃 度 食 塩 水 と エ ピ ネ フ リ ン 切 除 法
） 。 一 般 に EMRの 困 難 性 と し て 、 病 変 が 平 坦 で 大 き い 場 合 に 一 括 に 切 除 で き ず バ ラ バ ラ と
な り 、 回 収 し に く い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 件 は 「 ス ネ ア （ snare） 」 を 有 す る EMR用 の 器 具 に 注 目 す る 。 EMR用 ス ネ ア の 機 能 は 、
内 視 鏡 の 限 ら れ た 視 野 で 、 操 作 者 が 狙 う 患 部 を 的 確 か つ 迅 速 に 把 持 ・ 切 除 で き る こ と で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 患 部 切 除 を 電 気 的 に 行 う と し て 、 ス ネ ア と 先 端 部 近 傍 の 電 極 を 組 み 合 わ せ て 電 気 凝 固 ・
焼 灼 す る 器 具 、 ス ネ ア ワ イ ヤ 自 体 に 通 電 し 、 電 気 凝 固 ・ 焼 灼 す る 器 具 、 お よ び 操 作 性 を 改
善 す べ く ス ネ ア 自 体 の 形 状 ・ 材 質 を さ ま ざ ま に 変 え た も の が 公 知 で あ る （ 特 許 文 献 １ か ら
特 許 文 献 ９ 参 照 ） 。 し か し 、 こ れ ら 工 夫 さ れ た 器 具 に て も 、 内 視 鏡 下 の ス ネ ア の 操 作 性 に
は 不 満 が 残 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 表 平 １ １ － ５ ０ ３ ６ ３ １ 号 「 ポ リ ー プ を 切 除 お よ び 捕 捉 す る た め の 方 法
お よ び 装 置 」   ボ ス ト ン  サ イ エ ン テ ィ フ ィ ッ ク  コ ー ポ レ イ シ ョ ン
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ８ ２ ２ ７ １ 号 「 回 収 具 付 ス ネ ア 」 住 友 ベ ー ク ラ イ ト 株 式
会 社
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ １ － １ ７ ８ ８ ３ ５ 号 「 回 収 具 付 焼 灼 切 除 具 」 住 友 ベ ー ク ラ イ ト 株
式 会 社
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ５ ２ ２ ８ ０ 号 「 内 視 鏡 用 ス ネ ア 」 旭 光 学 工 業 株 式 会 社
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ４ ８ １ １ ３ 号 「 高 周 波 ス ネ ア 」 オ リ ン パ ス 光 学 工 業 株 式
会 社
【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 平 １ ０ － １ １ ８ ０ ９ ５ 号 「 高 周 波 切 開 切 除 具 」 オ リ ン パ ス 光 学 工 業 株
式 会 社
【 特 許 文 献 ７ 】 特 開 平 ８ － ７ １ ０ ８ ２ 号 「 内 視 鏡 用 高 周 波 切 開 切 除 具 」 オ リ ン パ ス 光 学 工
業 株 式 会 社
【 特 許 文 献 ８ 】 特 開 平 １ ０ － １ １ ８ ０ ９ ５ 号 「 消 化 管 内 視 鏡 処 置 に 用 い る 両 開 き 型 半 月 ス
ネ ア 、 及 び そ の 使 用 方 法 」 山 本 博 徳 （ 自 治 医 科 大 学 ）
【 特 許 文 献 ９ 】 特 開 平 ５ － ３ ３ ７ １ ３ ０ 号 「 凝 固 電 極 付 単 極 ポ リ ー プ 切 除 係 蹄 」 エ ベ レ ス
ト  メ デ ィ カ ル  コ ー ポ レ イ シ ョ ン
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 EMR用 ス ネ ア は 、 内 視 鏡 の 限 ら れ た 視 野 で 、 操 作 者 が 狙 う 患 部 を 的 確 か つ 迅 速 に 把 持 す
る た め の 十 分 な 操 作 性 が な く て は な ら な い 。 図 ２ が 従 来 の ス ネ ア の 例 で 、 Ｅ が 電 源 に 差 し
込 む 電 極 プ ラ グ 、 Ｌ が 手 元 側 の 操 作 レ バ ー 、 Ｐ が ポ リ ー プ な ど 患 部 、 Ｓ が ス ネ ア で あ る 。
図 示 す る よ う に Ｐ に ス ネ ア を 掛 け て 引 き 絞 り 機 械 的 に 切 除 、 ま た は 、 ス ネ ア に 電 圧 を 印 加
し て 焼 灼 す る 。 （ 図 ２ は 特 許 文 献 ９ の 図 を 転 載 し た も の ）
【 ０ ０ １ １ 】
　 内 視 鏡 用 ス ネ ア は 、 手 元 側 か ら 先 端 ま で 2000mm以 上 の 長 さ が あ る 。 図 ２ の 器 具 の 操 作 者
は 、 Ｌ （ 手 元 側 ） か ら Ｓ に 向 か う 内 視 鏡 ス コ ー プ （ 図 ２ で は 略 ） の 視 野 下 で 操 作 す る 。 そ
の た め 患 部 を 「 遠 方 か ら 」 把 持 す る よ う に ス ネ ア を 掛 け ね ば な ら な い 。 そ の 他 の 公 知 の 工
夫 さ れ た 器 具 に て も 、 基 本 的 に は 同 様 で あ る 。 こ の よ う な 操 作 を 内 視 鏡 下 で 的 確 か つ 迅 速
に 行 う の は 困 難 性 を 伴 う 。 本 発 明 は こ の 困 難 性 を 改 善 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 患 部 を 「 遠 方 か ら 」 把 持 す る の で は な く 、 逆 に 「 手 前 か ら 」 把 持 す る 、 と い う 考 え 方 で
器 具 を 検 討 し 、 ス ネ ア と 補 助 機 構 （ 開 閉 動 作 す る 可 動 ア ー ム ） と の 組 み 合 わ せ （ 図 １ ） で
こ れ を 実 現 し た 。 す な わ ち (請 求 項 １ )、 先 端 が 手 元 側 か ら の 操 作 で 基 部 （ Ｂ ） を 支 点 に 開
閉 動 作 す る 可 動 ア ー ム 部 と ス ネ ア （ Ｓ ） を も つ 内 視 鏡 下 の 手 術 用 器 具 で あ っ て 、 可 動 ア ー
ム 部 が 閉 の 状 態 で ア ー ム 基 部 と ア ー ム 先 端 と の 間 に 患 部 の 大 き さ に 基 づ い て 決 定 さ れ る 所
定 の 間 隙 （ G） が 形 成 さ れ る こ と 、 一 方 の ア ー ム 先 端 （ Ａ １ ） に ス ネ ア ワ イ ヤ が 摺 動 で き
る よ う に 把 持 さ れ て い る こ と 、 他 方 の ア ー ム 先 端 （ Ａ ２ ） に ス ネ ア ワ イ ヤ が 固 定 さ れ て い
る こ と 、 と い う 特 徴 を も つ 内 視 鏡 下 の 手 術 用 器 具 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ス ネ ア の 動 作 と し て 見 れ ば 、 患 部 を 「 遠 方 か ら 」 把 持 す る の で は な く 、 逆 に 「 手 前 か ら
」 把 持 す る よ う に な り 、 視 野 手 前 の 患 部 に 注 目 し て 操 作 で き る の で 操 作 性 が 向 上 す る 。 あ
ら か じ め 可 動 ア ー ム で 対 象 患 部 を 挟 ん で か ら ス ネ ア 操 作 す る の で 、 内 視 鏡 の 限 ら れ た 視 野
で も 、 意 図 し た 部 位 の 把 持 ・ 切 離 ・ 焼 灼 が 容 易 と な る 。 特 に 大 き な 有 形 性 ポ リ ー プ の 切 除
に 有 効 で あ る 。 大 き な 有 形 性 ポ リ ー プ 切 除 で は 、 病 変 の 向 こ う 側 に ス ネ ア ワ イ ヤ を 回 さ な
け れ ば な ら な い た め 従 来 は 施 術 困 難 な 症 例 が あ っ た 。 本 発 明 で は 手 前 側 か ら ス ネ ア ワ イ ヤ
を か け 切 離 で き る 。 食 道 、 胃 、 大 腸 の 平 坦 型 腫 瘍 に 対 す る 粘 膜 切 除 術 に も 使 用 で き る 。 ス
ネ ア と 電 気 焼 灼 器 具 と を 合 体 し た 器 具 も （ 後 述 ： 請 求 項 ４ 、 ５ の 構 成 ） 容 易 に 構 成 で き る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 本 案 の 内 視 鏡 下 の 手 術 用 器 具 例 と 操 作 説 明 図 を 示 す 。 図 １ （ a） は ア ー ム を 畳 ん
で 内 視 鏡 孔 を 通 す 状 況 、 （ b） → （ c） → （ d） は ア ー ム を 開 閉 し て 患 部 を 挟 む 状 況 、 （ e）
は ス ネ ア ワ イ ヤ を 引 き 絞 る 状 況 を そ れ ぞ れ 示 す 。 （ e） の 後 、 患 部 を ス ネ ア ワ イ ヤ で 機 械
的 に 切 除 、 ま た は 、 ア ー ム 先 端 ま た は ス ネ ア ワ イ ヤ に て 患 部 を 焼 灼 す る （ 後 述 ： 請 求 項 ４
、 ５ の 構 成 ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ア ー ム 基 部 と ア ー ム 先 端 と の 間 に 形 成 さ れ る 所 定 の 間 隙 （ G） の 大 き さ は 、 患 部 、 す な
わ ち 食 道 、 胃 、 大 腸 の 平 坦 型 腫 瘍 の 切 除 す べ き 粘 膜 等 の 大 き さ に 基 づ い て 決 定 さ れ る 。 図
１ に て は 円 形 を 例 示 し た が 、 間 隙 （ G） の 形 状 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 た と え ば 、 多 角 形
で も よ い 。 ま た 平 面 的 な 間 隙 で な く ア ー ム を 特 定 の 立 体 と し て 形 成 さ れ た 立 体 的 な 間 隙 で
も よ い 。 こ う い っ た 形 状 も 切 除 す べ き 粘 膜 等 の 形 状 に 基 づ い て こ れ を 把 持 し や す い よ う に
適 宜 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ で は （ 請 求 項 ２ ） 、 一 方 の ア ー ム 先 端 （ Ａ １ ） に 穴 が 開 孔 さ れ て い て 、 ス ネ ア ワ イ
ヤ （ Ｓ ） が 該 穴 を 貫 通 し 摺 動 で き る よ う に 把 持 さ れ て い る 。 ア ー ム に 穴 明 け し な く と も 、
ア ー ム に リ ン グ 、 ま た は 空 洞 筒 状 体 を 接 合 し 、 リ ン グ ま た は 空 洞 筒 状 体 の 孔 に ワ イ ヤ を 貫
通 通 過 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 Ａ １ に て ス ネ ア ワ イ ヤ を Ｕ タ ー ン さ せ る 。 Ａ １ で ワ イ ヤ の 折 れ 、 や 引 っ 掛 か り が 発 生 し
な い よ う 、 Ａ １ の 孔 の 形 状 、 開 口 径 、 孔 の 方 向 等 に つ き ワ イ ヤ 曲 率 限 界 を 加 味 し て 設 計 す
る 。 曲 率 を 稼 ぐ た め 図 １ の よ う に ス ネ ア ワ イ ヤ を ア ー ム 可 動 平 面 と 角 度 を な す 方 向 （ 図 の
紙 面 を 貫 通 す る 方 向 ） に 摺 動 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ の 構 成 で あ る と 、 ス ネ ア ワ イ ヤ を 引 き 絞 る 際 に 、 把 持 し た 患 部 が 干 渉 し や す い 。 そ
こ で 図 ３ の よ う に （ 請 求 項 ３ ） 、 一 方 の ア ー ム の 一 部 ま た は 全 長 に 穴 が 開 孔 さ れ て い て 、
ス ネ ア ワ イ ヤ が 該 穴 を 貫 通 し 摺 動 で き る よ う 把 持 さ れ て い る 、 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 可 動 ア ー ム 部 の 先 端 を 電 極 と す れ ば 、 ス ネ ア と 電 気 焼 灼 器 具 と を 合 体 し た 器 具 も 容 易 に
構 成 で き る 。 す な わ ち （ 請 求 項 ４ ） 、 ア ー ム が 導 電 性 で 、 ア ー ム 先 端 か ら ３ mm未 満 の 部 位
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の み を 残 し て ア ー ム 表 面 が 絶 縁 材 料 で 被 覆 さ れ た も の で あ れ ば よ い 。 操 作 側 か ら 可 動 ア ー
ム 部 ま で 導 電 性 の 材 料 を 貫 通 さ せ 、 ア ー ム 部 に 電 力 を 供 給 し 、 先 端 ３ mm未 満 の 小 さ な 部 分
の み で 患 部 に 通 電 す る 。 絶 縁 材 は 、 フ ッ 素 系 ポ リ マ ー 樹 脂 や ポ リ イ ミ ド 樹 脂 な ど の 絶 縁 性
樹 脂 、 ま た は ダ イ ヤ モ ン ド ラ イ ク カ ー ボ ン （ Ｄ Ｌ Ｃ ） が 好 適 で あ る 。 こ う い っ た 電 力 供 給
、 絶 縁 は 電 気 メ ス 機 能 を も つ 手 術 用 器 具 （ 「 ELECTROSURGICAL INSTRUMENT(BLADE)」 、 「 E
LECTROSURGICAL COAGULATING AND CUTTING INSTRUMENT」 と も 呼 ば れ る ） と し て 公 知 で 、
容 易 に 組 み 合 わ せ 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 ス ネ ア ワ イ ヤ 自 体 を 電 極 と し て も よ い 。 す な わ ち （ 請 求 項 ５ ） 、 ス ネ ア ワ イ ヤ が
導 電 性 で あ れ ば よ い 。 こ の ワ イ ヤ 通 電 も た と え ば 特 許 文 献 ９ （ 図 ２ ） の よ う に 公 知 で 容 易
に 組 み 合 わ せ 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 電 気 焼 灼 器 具 と の 組 み 合 わ せ に て 、 粘 膜 切 離 予 定 部 を は さ み こ ん で か ら ス ネ ア ワ イ ヤ を
引 き 絞 る こ と で 通 電 面 積 を 小 さ く し 周 り に 損 傷 を 与 え ず に 、 予 定 し た 患 部 部 分 の み を 焼 灼
切 離 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 案 の 内 視 鏡 下 の 手 術 用 器 具 例 と 操 作 説 明 図 ： （ a） ア ー ム を 畳 ん で 内 視 鏡 孔 を
通 す 、 （ b） （ c） （ d） ア ー ム を 開 閉 し て 患 部 を 挟 む 、 （ e） ス ネ ア ワ イ ヤ を 引 き 絞 る 、 そ
の 後 ワ イ ヤ で 機 械 的 切 除 ま た は ア ー ム 先 端 ま た は ス ネ ア ワ イ ヤ に て 焼 灼 す る
【 図 ２ 】 従 来 の ス ネ ア の 説 明 図 （ 特 許 文 献 ９ の 図 を 転 載 ）
【 図 ３ 】 ア ー ム の 一 部 ま た は 全 長 に 穴 が 開 孔 さ れ て い て 、 ス ネ ア ワ イ ヤ が 該 穴 を 貫 通 し 摺
動 で き る よ う に 把 持 さ れ た 構 成 の 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
Ａ 　 可 動 ア ー ム
Ａ 1　 一 方 の Ａ に て ス ネ ア ワ イ ヤ が 摺 動 で き る よ う に 把 持 さ れ て い る 部 位
Ａ 2　 他 方 の Ａ に て ス ネ ア ワ イ ヤ が 固 定 さ れ て い る 部 位
Ａ 3　 一 方 の ア ー ム の 一 部 ま た は 全 長 に 開 孔 さ れ て い る 穴 （ 該 穴 に 貫 通 し 摺 動 で き る よ う
に 把 持 さ れ て い る ス ネ ア ワ イ ヤ ）
Ｂ 　 ア ー ム 基 部
Ｅ 　 電 源 に 差 し 込 む 電 極 プ ラ グ
Ｇ 　 Ａ と Ｂ と の 間 に 患 部 の 大 き さ に 基 づ い て 決 定 さ れ る 所 定 の 間 隙
Ｌ 　 手 元 側 の 操 作 レ バ ー
Ｐ 　 ポ リ ー プ な ど 患 部
Ｓ 　 ス ネ ア の 先 端 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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